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研究成果の概要（和文）：稲作の盛んな東南アジアにおいて、重要害虫であるウンカ類の発生実態を把握するた
め、農家圃場における作付体系とウンカ類・天敵類の発生状況を明らかにした。農家は虫を見つけ次第殺虫剤を
散布しており、散布する成分は小売店に依存する傾向があった。一方、殺虫剤の散布回数と害虫数や収量に関連
性はないことから、農家圃場では過多な殺虫剤散布の必要性は認められなかった。今後、殺虫剤の散布効率を高
め必要最低限の散布を行うためには、発生予察による散布の必要性の有無の確認、散布時期や殺虫成分の効果等
を現地圃場にて調べる必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The relation between rice cultivation activities by farmers such as 
insecticide and fertilizer use and densities of insect pests and its natural enemies in the farmers'
 fields were clarified in small scale area in Cambodia and Vietnam, where is large rice cultivation 
area in Southeast Asia. The farmers tended to spray insecticide whenever they found insects in their
 fields, and the chemical compound were selected by retailers. There is no relation between the 
number of applying insecticide and density of pests and yields in the fields, indicating that it was
 not necessary to spray as farmers did. It will be required to forecast the insect pest densities to
 decide the timing of spraying and ingredient to increase the effectiveness of using insecticide in 
the fields. 

研究分野： 植物保護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 トビイロウンカはアジアに広く分布する
イネの重要害虫であり、大発生時には吸汁に
より植物体を枯死させ、収量を激減させる。
近年、殺虫剤抵抗性を発達させたウンカ個体
群が、東南アジアを飛来源として日本へ飛
来・侵入し、防除を難しくしている。日本を
含むアジア諸国のウンカ被害軽減のために
は、飛来源である東南アジアにおけるウンカ
の発生を制御する必要があるが、現地ではウ
ンカの発生実態やその発生に影響し得るイ
ネ品種、施肥、殺虫剤の使用状況と天敵の発
生等を網羅的に調査した研究は非常に少な
い。特に、殺虫剤の多用が懸念されている中
で、農家圃場における害虫発生との関連性は
明らかでない。 
 アジアに分布するウンカの個体群として
ベトナム中北部・中国・日本を含む東アジア
個体群と、ベトナム南部・カンボジアを含む
東南アジア個体群は、殺虫剤感受性や品種加
害性の特徴が異なり、両地域間を吹く風が頻
繁に発生しないことから、ウンカの移動、遺
伝的交流が少ないと考えられている。しかし、
台風などの特異的な風がこれらの地域間で
吹くことがあるため、移動がまったくないと
は言い切れない。ウンカの周年発生が可能な
ベトナム南部・カンボジアに分布する東南ア
ジア個体群のウンカは、東アジア個体群のウ
ンカよりも薬剤抵抗性や品種加害性が発達
していることから、同地域の水田における農
家の栽培状況やウンカの発生数の把握は、ア
ジア全体のウンカの防除体制を構築してい
く上で非常に重要な情報となりうる。 
 
２．研究の目的 
 ウンカの周年発生が可能な東南アジアの
中で、ベトナムとカンボジアにおいて、社会
科学的および自然科学的調査手法を用いた
フィールド調査により、ウンカの発生実態と
その発生の制御要因を明らかにする。カンボ
ジアでは乾季と雨季作、ベトナム南部では雨
季作において農家圃場での農薬使用状況を
明らかにするとともに、トビイロウンカおよ
び天敵数を調査した。 
 
３．研究の方法 
 カンボジアおよびベトナムにおいて、主要
な稲作地帯であるプレイベン州およびティ
エンザン省の各地方農業局の職員から、イネ
の栽培時期、主要なイネ品種に関する情報を
得た上で、調査対象とする村を決定した。カ
ンボジアでは乾季にプレイベン州ピムロー
郡内の 5村、雨季に同州バプノム郡内の 5村、
ベトナム雨季ではティエンザン省カイライ
郡の 2村を対象に調査を行った。カンボジア
では2016年12月から2017年3月（乾季作）、
2017 年 6 月から 9月（雨季作）に調査を行っ
た。ベトナムでは 2017 年 5 月から 8 月（雨
季作）に調査を行った。 
 

１）稲作農家に対するインタビュー調査 
 カンボジアの調査対象地で乾季・雨季作そ
れぞれ 30件、29件、ベトナムで 21件の農家
を選定した。作付期間の初めに水田所有者に
対して栽培イネ品種、播種日を確認し、周辺
の稲作状況を把握した。同時にビニール袋を
配布し、農薬を使用した場合は使用後のパッ
ケージを取っておくよう依頼した。これは、
農家は散布した農薬の製品名を覚えている
ことが稀であり、成分名に関してはほとんど
の農家が散布時に把握していない傾向があ
るためである。作付中期および収穫期に栽培
期間中に使用した農薬と肥料の使用日、製品
名、使用量についてインタビュー調査を行っ
た。また、集めたパッケージから製品に含ま
れる成分を記録した。 
 
２）対象水田における害虫・天敵類の発生調
査 
 選定した農家が所有する水田において、ウ
ンカ類および天敵類の個体数の発生量の調
査を行った。 
２）－１ すくい取り調査 
 播種約 10 日後に捕虫網を用いたすくい取
り調査を行った。各水田において直径 40cm
の網を用いて 20 回振り、捕獲した昆虫をビ
ニール袋に入れ、研究室に持ち帰り凍結した
後、ウンカ類成虫の雌雄翅型・幼虫、天敵類
としてクモ類とカスミカメ類の発生数を計
数した。 
２）－２ 見取り調査 
 ウンカの発生数が多くなると予想される
出穂期に見取り調査を行った。農家水田に開
花後に水田内に入るのが困難であったため、
各水田の畦周辺を 20 地点選択し、見取りに
よりウンカ成虫の雌雄翅型・幼虫、天敵類と
してクモ類とカスミカメ類の発生数を計数
した。 
２）－３ 黄色粘着トラップ 
 ２）－２と同時期に、各水田内に黄色粘着
シート（ホリバー黄色、26×10cm、両面）を
2枚ずつ、イネの先端から約 10cm の高さにな
るよう竹棒に固定した。竹棒は水田内に 3か
所設置し、4-7 日間後に回収、研究室に持ち
帰り凍結した後、ウンカ成虫の雌雄翅型・幼
虫、天敵類としてクモ類とカスミカメ類の発
生数を計数した。 
 
４．研究成果 
１）調査地における作付体系 
 カンボジアでは、乾季・雨季作とも栽培品
種は 30件とも IR504.04（栽培期間が約 90日
の早生品種）を直播で栽培していた。ベトナ
ム南部では Dai Thom8 および OM46-25 が直播
で栽培されていた。 
 栽培面積はそれぞれ平均 32 アール、27.2
アール、1.4 ヘクタールであり、ベトナム南
部がカンボジアと比較して大きい面積を所
有しており、すべての農家が販売目的であり、
カンボジアの一部の農家は自家消費用も含



て栽培していた。 
 
２）農薬の使用状況 
 多くの農家は、複数の製品を散布用タンク
の中で混合しており、期間中に複数回の散布
を行っていた。栽培期間中の各水田における
農薬散布数は、カンボジア乾季・雨季で 3.6
回、1.34 回、ベトナム雨季で 6.14 回であっ
た。ほとんどの農家が除草剤を最低 1回散布
しており、カンボジア乾季で殺虫剤、ベトナ
ム雨季で殺菌剤が主に使用されていた。カン
ボジア雨季作では、他の作付期と比較して殺
虫剤の散布数が少なかった。 
 
図 1. カンボジア乾季作の農薬使用数 

 
 散布時期に関して、除草剤は、作付前半に
散布されたことから、雑草の予防として散布
されていると考えられた。また殺虫剤や殺菌
剤は作付期間を通して散布されたことから、
農家独自の判断で随時散布が行われていた
と考えられた。  
 
図 2. ベトナムにおける殺虫剤散布時期 

 
 殺虫剤の成分を回収したパッケージから
確認し、IRAC の提示する作用機構によって分
類した。カンボジア乾季では 18 種類、雨季
で 7 種類、ベトナムで 19 種類の成分が確認
され、それぞれアバメクチン（アバメクチン
系）とクロラントラニリプロール（ジアミド
系）、アバメクチン（アバメクチン系）、ピメ
トロジン（ピメトロジン系）が主要成分とし
て農家に使用されていた。 
 
 
 

３）ウンカの発生状況（見取り調査） 
 トビイロウンカおよびセジロウンカの計
数を行ったが、セジロウンカはどの地域でも
ほとんど確認されなかったため、トビイロウ
ンカの観察個体数を示す。水田毎に発生数は
ばらついており、カンボジアよりもベトナム
で発生数が多い傾向があった。 
 
図 3. トビイロウンカの観察数 

 
４）天敵の発生状況（見取り調査） 
 カンボジア乾季作、雨季作、ベトナム雨季
作で、それぞれクモ類の平均観察数は 24.8、
80.2、34.3、カスミカメ類の平均観察数は 1.0、
3.7、15.9 であった。カンボジア雨季でクモ
の発生数が多い傾向が見られたのは、ほかの
作付期に比べて殺虫剤散布数が少ない傾向
にあったことが要因として考えられた。 
 
５）まとめと今後の展望 
 カンボジアおよびベトナム南部において、
多様な殺虫剤が散布されており、散布時期に
ついても農家独自の判断で散布されている
傾向がみられた。同農家の所有する水田にお
いて、ウンカと天敵類の発生個体数にばらつ
きが確認された。今後、殺虫剤の使用状況と
発生数のデータをまとめ、個々の水田での発
生数が異なる要因を解析し、論文としてまと
めていく予定である。 
 ウンカの発生数に影響する要因として、農
家により使用された殺虫剤の効果を確認す
る必要がある。ベトナム南部では、南部植物
保護研究所が比較的継続して殺虫剤感受性
のデータを蓄積しているが、カンボジアでは
まだそのような研究機関はなく、データはな
い。両国でウンカは周年的に発生しており、
今回示されたような過度な散布により新た
な殺虫剤に対する抵抗性が発達する可能性
があることから、これらの地域における殺虫
剤の効果を定期的に調べていく必要がある。 
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